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リサーチクエスチョン

● RQ1 ：欠陥混入クローンと欠陥が混入していないクローンとでソ
ースコードの特徴にどのような違いがあるか

– RQ1-1 ：複雑度に関するメトリクスではどのような違いがあるか

– RQ1-2 ：規模に関するメトリクスではどのような違いがあるか

– RQ1-3 ：クラスに関するメトリクスではどのような違いがあるか

● RQ2 ：クローンに関係のある欠陥とクローンに関係のない欠陥の
特徴でどのような違いがあるか

– RQ2-1 ：欠陥の種類ではどのような違いがあるか

– RQ2-2 ：修正箇所のサイズにはどのような違いがあるか

– RQ2-3 ：欠陥の影響範囲はどのような違いがあるか
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分析準備（欠陥混入クローンの抽出）

● RxJava の ITS では Enhancement ラベルや Cleanup
ラベルがついた不具合票が存在する

● 欠陥混入クローンを Bug ラベルが付いた不具合票と結
びついたものに絞る

●
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RQ1 の分析手順

● RxJava のリポジトリの各リビジョンからソースコードを
取り出す

● それらのソースコードに対して Understand を用いてソ
ースコードメトリクスを計測する
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RQ1-1 〜 RQ1-3

● RQ1-1 ， RQ1-2
– Understand が計測することが出来るプログラムの最小のブ

ロックは関数またはメソッドまでであるため， RxJava のメソッド
であるクローンのみ計測する

– 欠陥混入クローンのメトリクスと欠陥が混入していないクロー
ンのメトリクスを比較する

● RQ1-3
– クローンメソッドを含むクラスを計測する
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RQ2 の分析手順

● 欠陥混入クローンが修正されたリビジョンと結びついて
いる不具合の内容を見る

● 欠陥混入クローンのソースコードを見てどの部分で欠陥
の処理が行われているかを見る
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RQ2-1 〜 RQ2-3

● RQ2-1
– 欠陥混入クローンのコードの内容を見てどのような種類の欠

陥であるかを分類する

● RQ2-2
– 欠陥混入クローンの修正箇所の行数を見る

● RQ2-3
– 欠陥混入クローンメソッドが
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